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ごあいさつ 
 
２１世紀を迎えました今日の地域社会におきまして

は、生活上のさまざまな問題が表面化しております。本

格的な少子高齢社会や核家族化の進展、人々の価値観の

多様化、ライフスタイルの変化などが背景にあるものと

考えております。 
 
松戸市では、市民の生活課題を解決するために、これ

までもさまざまな施策を展開してまいりました。福祉の

分野に関しまして、いま市民の皆様が求めているものは、

提供されるサービスに合わせた生活をすることではなく、一人ひとりの生活に

あったサービスを身近な地域で受けることができる、いわば「オーダーメイド」

の福祉ではないかと思います。 
このように多様化し、また今後増大する福祉サービスに、行政のみでは対応

が難しくなってまいりました。行政や民間事業者によるサービス提供に加えて、

地域での助け合い、支え合いが重要な位置を占めるようになり、従来の枠組み

の変更が必要になっております。 
 
こうした状況を踏まえ、市民と行政の協働により、すべての市民の皆様が尊

厳をもって家庭や地域の中で安心して暮らせるようなまちづくりを目指し、「松

戸市地域福祉計画」を策定いたしました。 
地域福祉を推進するためには、市民一人ひとりの積極的な参加が欠かせませ

ん。本計画の推進にあたっても、市民の皆様の声を聞きながら、共に手をたず

さえ、全力で取り組んでまいります。 
 
最後に、長期間にわたり策定作業を行っていただきました松戸市地域福祉計

画策定委員の皆様に、心から感謝を申し上げます。また、「地域福祉を考える市

民懇談会」等で貴重なご意見をいただきました市民の皆様並びに、関係団体の

皆様に御礼を申し上げます。 
 
  平成１８年３月  
 

松戸市長 川 井 敏 久 

市長の写真 



計画によせて 
 
地域福祉計画がこれまでの行政計画と大きく異なる

点は、計画策定過程における住民参加が法律上規定さ

れていることです。言いかえれば、地域住民の参加が

なければ策定できない計画ということになります。 
 
「松戸市地域福祉計画」の策定に際しても、市民や

関係団体の代表、学識経験者による策定委員会が中心

となり計画づくりを行いました。また、市内４地区で

の「地域福祉を考える市民懇談会」、計画案段階での意

見募集や説明会の開催などにより、市民の抱える生活課題の把握及び計画策定

への市民参加に努めてまいりました。 
 
本計画は、「みんなで築く福祉のまち」を基本理念に掲げています。そこには、

市民一人ひとりが地域福祉の担い手として積極的にまちづくりに参加していた

だきたいという願いが込められています。 
 
そのような、市民の自発的な地域活動を基盤とする地域福祉への取り組み方

は、地域ごとに同じである必要はありません。大切なのは、“いつまでもこのま

ちで暮らしたい”“地域のために何かしたい”という想いを持つ人々が集い、行

政や関係団体などと力を合わせ、より良い地域社会をつくっていくことではな

いでしょうか。今後地域福祉をすすめる活動に、本計画が方向性を示すことが

できれば幸いです。 
 
最後に、精力的に検討を重ねてきた策定委員会の委員の皆様をはじめ、関係

各位に心からお礼を申し上げます。 
 
 
  平成１８年3月 

 

松戸市地域福祉計画策定委員会 委員長 

松戸市医師会長 内 田 利 男 

 

内田委員長の

写真 
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